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太陽コロナ活動のデータ駆動型モデリング：現状と展望

Data-driven Modeling for Energetic Events in the Solar Corona: Present Status and Per-
spective
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宇宙天気現象の第 1原因である太陽フレアやコロナ質量放出（CME）などの大規模な太陽コロナ活動を予測すること
は、宇宙天気予報にとって極めて重要な意味を持っている。しかし、フレア爆発のトリガ機構は未だに未解明であり、コ
ロナ活動の予測には大きな困難が伴う。コロナ活動予測のためにはコロナ磁場の高精度観測と 3次元電磁流体シミュレー
ションの密接な連携が不可欠である。本講演では太陽コロナ活動のデータ駆動型シミュレーションに関する研究開発の
現状と課題を整理すると共に、著者らが最近行っている太陽コロナのモデリングに関する成果について報告する。特に、
ベクトル磁場による磁気ヘリシティ入射測定と 3次元コロナ磁場の再構築、太陽フレアの発生から CMEの形成までを
正確に計算するための新しいシミュレーションアルゴリズムの開発の現状に関して報告する。また、太陽フレアの発現
機構、前兆現象としてのシグモイドの形成機構、CMEの加速過程における磁気リコネクションの役割について最新のシ
ミュレーション研究の成果を紹介する。


